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インテンシブ・フランス語 

第 II 期 シラバス 

慶應義塾大学 SFC フランス語教室 

2017 年春学期 
 

SFC でのフランス語教育は、実際に使えるフランス語を身に着けることを第 1 の目標とし

ています。教員が学生に一方的に文法知識を詰め込むという従来の方法から脱皮し、インタ

ーラクティヴな授業を進める中で、総合的な外国語運用能力に養います。 
インテンシブ 1 と同様、インテンシブ 2FA のクラスでは教科書を用いず、担当教員 4 名が

文化・文法・実践の観点から授業の内容を構築していきます。 
2FB のクラスでは、フランスで出版されている教科書 Agenda 1 と Agenda 2（アシェッ

ト[Hachette]社）を用います。この教科書は、「学習者が協調して、毎回 1 つのタスクを達

成していく」ことを目的に組み立てられています。学期の前半は Agenda 1 の Jour 6 から始

めて Jour 9 まで進み、後半から Agenda 2 に移って、Jour 1 から Jour 3 まで進みます（Jour
はいわゆるレッスンに当たります）。ただし、教科書はあくまでも学習の補助手段です。生

きたフランス語は 1 冊の教科書の中に閉じ込められているわけではありません。我々教員も

随時様々な補助教材を利用して、皆さんの知的好奇心を刺激しながら、教室での授業を運営

していきます。皆さんには知識に対する貪欲さ、自分を表現し、他人を理解する意欲を充分

に見せて欲しいと思います。 
インテンシブ・コースは 1 期から 4 期まで、次のように総合的に設計されていますので、

本格的に力を付けたい諸君にはぜひそのコースに沿って履修してください。国内研修と海外

研修の詳細については、本シラバスの当該項目を見てください。 
 
 インテンシブ 1 期 → 国内研修 et/ou 海外研修 → インテンシブ 2 期 

 → 海外研修 et/ou 国内研修 → インテンシブ 3 期→ 海外研修 et/ou 国内研修  

 →インテンシブ 4 期 

 

塾外実力試験としては、インテンシブ 2 期修了後の次の学期に DELF 試験の A2 をクリア

することが目標です。 
大切なのは、授業に積極的に参加することに尽きます。教室の中はひとつのシミュレーシ

ョンの場ですから、間違えることなど恐れずに、提示される状況の中でどんどん「行動」し

て「場数を踏んで」ください。外国語学習の初歩では、進歩は勉強にかけた時間に比例しま

す。 
 質問がある場合は、λ310のフランス語研究室へどうぞ。ここには教員だけでなく、CA（コ

ーディネートアシスタント）、TA、SA がいます。気軽に足を運んでください。またフラン

ス語研究室からの連絡はメールか、HP で行います。 http:// french.sfc.keio.ac.jp/はいつも見る

ようにしてください。では… 

 
Allons-y ! 
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教材 

 

インテンシブ 2FA のクラスでは教科書を用いず、担当教員 4 名が文化・文法・実践の観点

から授業の内容を構築していきます。 
インテンシブ 2FB のクラスで用いる教科書は Agenda 1 と Agenda 2 （アシェット

［Hachette］社）です。5 月下旬に Agenda 2 に移ります。この 2 冊の教科書は各自必ず入

手してください。生協で購入することができます。 
 

その他自習で使える WEB 教材 

(1) 「フォローアップ・フランス語」SFC フランス語教室制作：  

http://fuf.sfc.keio.ac.jp/ 

で、動画で楽しく文法が学べます。 

(2) « Podcast ! » SFC フランス語教室制作： 

http://frip.sfc.keio.ac.jp/#3 

 

マルチリンガル・スペース（ＭＭＬＳ） 
メディア・センター2 階は「マルチメディア・マルチリンガル・スペース」があります。

その居心地の良い空間には CD-ROM、CD、ビデオ、雑誌、新聞、辞書、参考書（仏検、DELF・
DALF 参考書も）などフランス語の勉強に必要なものは何でも揃っています。 また、フラン

ス語共同研究室隣の λ309にもフランス語版 MMLS があります。ここには初級から中級まで

のフランス語の絵本、漫画、小説なども置いてあります。教員や TA、そして SA もすぐ近く

に居るので、何か質問があればいつでも尋ねることができる贅沢な空間です。その上、フラ

ンス語の衛星放送 TV5 も見ることができます。あとはあなたのやる気次第。どんどん利用し

て、フランス語の達人になりましょう！ 
 

時間割 

 火 水 木 金 

 1 限 2 限 1 限 2 限 1 限 2 限 1 限 2 限 

FA 野澤   Leroy  塩田  Mailleux 

FB 井上   Durrenberger Aubry   中尾 

 全クラスとも、一回の授業は 50 分×2＝100 分で、週 4 回。 
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授業の進度、構成、内容 
 

インテンシブ 2FA のクラスでは教科書を用いず、担当教員 4 名が文化・文法・実践の観点

から授業の内容を構築していきます。 
 インテンシブ 2FB では、Agenda1 の Jour 6, rendez-vous 2 から、Agenda2 の Jour 3, 
rendez-vous 2 まで進みます。授業は、1 週間 4 回の授業で一つのレッスン（Agenda では jour
に対応）を終えます。一つのレッスンは次の四つのアクティビティに分かれています。 
 1. à découvir（発見しよう）：導入部分です。ヒアリングを中心に、その課の全体的な理 
               解をします。 
 2. à savoir et à prononcer（知ろう、発音しよう）：その課の文法事項と発音を学びます。 
 3. à faire（やってみよう）：その課の内容に合わせて、クラスで協働作業をします。 

4. réinvestissement（アクションを通して使ってみよう）：その課で学んだことが、どう

いう場面で、またどういう意味合いで使われるのか、総復習の回になります。実践演習だ

けではなく、ゲームなどのアクティヴィティを通して理解を深めます。 
 

成績評価の方法 
教員 4 人×25 点 合計 100 点 

成績については、下記の最終試験の結果に加えて、petit test（小テスト）など、普段の授

業での課題も評価の対象となります。25 点の内訳は、各教員が授業初回時にアナウンスしま

す。 
 

最最終終試試験験  

  最最終終試試験験はは、、各各担担当当教教員員のの最最後後のの授授業業のの回回（（77 月月 1111 日日火火曜曜、、  1199 日日水水曜曜、、  2200 日日木木曜曜、、2211
日日金金曜曜））にに行行なないいまますす。。  

  
  CCoonnfféérreennccee  //  GGrraannddee  RReennccoonnttrree    

  今今学学期期ははレレククチチャャーーをを 11 回回、、GGrraannddee  RReennccoonnttrree（（イインンテテンンシシブブ・・フフラランンスス語語をを履履修修ししてていい

るる学学生生がが一一同同にに集集ままるる会会でですす））をを 22 回回予予定定ししてていいまますす。。  
••  55 月月 1100 日日（（水水））  GGrraannddee  RReennccoonnttrree    
••  66 月月 1155 日日（（木木））  CCoonnfféérreennccee    
  CCoonnfféérreennccee,,  GGrraannddee  RReennccoonnttrree はは、、イインンテテンンシシブブ・・ココーーススのの一一環環でですす。。  

CCoonnfféérreennccee,,  GGrraannddee  RReennccoonnttrree のの日日はは、、イインンテテンンシシブブのの通通常常のの授授業業はは行行なないいまませせんん。。  
時時刻刻・・場場所所はは後後日日、、メメーールルおおよよびびフフラランンスス語語セセククシショョンンののホホーームムペペーージジでで明明示示ししまますす。。  

  

  

国国内内研研修修  
    アアンンスステティィテテュュ・・フフラランンセセ東東京京（（旧旧称称：：東東京京日日仏仏学学院院））でで春春休休みみ、、夏夏休休みみにに行行ななわわれれるる

SSFFCC オオーーダダーーメメイイドドのの短短期期集集中中特特別別ココーーススでですす。。午午前前中中はは少少人人数数ククララススにによよるるフフラランンスス語語学学

習習、、午午後後はは各各種種アアトトリリエエにに選選択択参参加加。。他他大大学学のの学学生生とと机机をを並並べべ、、充充実実ししたた勉勉強強ををすするるここととがが
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ででききまますす。。今今年年のの 88 月月下下旬旬かからら行行ななわわれれるる予予定定のの研研修修内内容容はは次次のの通通りりでですす。。  

  

22001177 年年 88 月月 2222 日日（（火火））～～99 月月 11 日日（（金金））1100 時時 3300 分分～～1188 時時 1155 分分  計計 88 時時間間＝＝合合計計 4488 時時間間  

    88 月月 2266 日日（（土土））、、2277 日日（（日日））、、2288 日日（（月月））はは授授業業ははあありりまませせんん。。  

受受講講料料：：8844,,000000 円円（（年年会会費費不不要要））  

  

海海外外研研修修  
  以以下下のの７７カカ所所でで、、年年 22 回回実実施施（（春春季季、、夏夏季季））ししてていいまますす。。22 単単位位とと 44 単単位位のの 22 種種類類のの研研修修

ががあありりまますす。。詳詳細細はは学学期期中中にに催催さされれるる海海外外研研修修説説明明会会でで説説明明ししまますす。。  
フフラランンシシュュ＝＝ココンンテテ大大学学応応用用言言語語学学セセンンタターーCCLLAA（（ブブザザンンソソンン））、、ググルルノノーーブブルル第第

33 大大学学フフラランンスス語語教教育育セセンンタターー、、アアリリアアンンスス・・フフラランンセセーーズズ・・ドドゥゥ・・ルルーーアアンン、、アア

リリアアンンスス・・フフラランンセセーーズズ・・ドドゥゥ・・ママルルセセイイユユ、、アアリリアアンンスス・・フフラランンセセーーズズ・・ドドゥゥ・・

ボボルルドドーー、、ククレレルルモモンン＝＝フフェェラランン大大学学協協定定校校（（ヴヴィィシシーー））  
  

ララジジオオ・・テテレレビビ  

NNHHKK ののフフラランンスス語語講講座座のの時時間間帯帯はは次次のの通通りりでですす。。ぜぜひひ活活用用ししててくくだだささいい。。  
ララジジオオ：：ままいいににちちフフラランンスス語語  

放放送送：：    月月～～金金曜曜日日  午午前前 77：：3300～～77：：4455  
再再放放送送：：  同同日日  月月～～金金曜曜日日  午午後後 22：：3300～～22：：4455  
再再放放送送：：  翌翌週週  月月～～金金曜曜日日  午午前前 1111：：0000～～1111：：1155  

テテレレビビ：：テテレレビビででフフラランンスス語語  
放放送送：：    水水曜曜日日（（火火曜曜深深夜夜））  午午前前 00：：0000～～00：：2255  
再再放放送送：：  翌翌週週  木木曜曜日日  午午前前 66：：0000～～66：：2255  

そそののほほかかにに、、次次ののよよううななササイイトトももあありりまますす。。  
hhttttpp::////wwwwww..nnhhkk..oorr..jjpp//ddaaiillyy//ffrreenncchh//    日日本本ののニニュューーススををフフラランンスス語語でで聴聴けけまますす。。  

hhttttpp::////wwwwww..rraaddiiooffrraannccee..ffrr//  フフラランンススののララジジオオ局局（（複複数数））のの放放送送がが聴聴けけまますす。。  

hhttttpp::////jjtt..ffrraannccee22..ffrr//  フフラランンススのの公公共共放放送送局局 FFrraannccee２２ののニニュューーススをを視視聴聴ででききまますす。。  

hhttttpp::////wwwwww..lleemmoonnddee..ffrr//  フフラランンススのの高高級級紙紙 LLee  MMoonnddee をを読読むむここととががででききまますす。。  

  

DDEELLFF//DDAALLFF  
DDEELLFF おおよよびび DDAALLFF とといいうう「「フフラランンスス文文部部省省認認定定フフラランンスス語語資資格格試試験験」」はは、、11998866 年年 55 月月

よよりり行行ななわわれれてていいるるフフラランンスス文文部部省省認認定定フフラランンスス語語資資格格試試験験でで、、セセーーヴヴルルのの中中央央機機構構

CCoommmmiissssiioonn  NNaattiioonnaallee 全全国国委委員員会会のの管管理理ののももとと世世界界 116600 余余カカ国国でで実実施施さされれてていいまますす。。  
DDEELLFF・・DDAALLFF ははいいわわばば世世界界標標準準的的なな資資格格でですすかからら、、フフラランンススややフフラランンスス語語圏圏のの国国にに留留学学

すするる際際、、言言語語資資格格面面ででのの保保証証ととななりりまますす。。日日本本でで各各種種奨奨学学金金試試験験にに応応募募すするる際際ににもも、、そそのの資資

格格はは仏仏検検とと並並んんでで多多くくのの場場合合強強いい味味方方ににななりりまますす。。  
DDEELLFF はは AA11,,  AA22,,  BB11,,  BB22 のの 44 段段階階、、DDAALLFF はは CC11,,  CC22 のの 22 段段階階にに分分かかれれてていいまますす。。詳詳ししくく

はは DDEELLFF//DDAALLFF 試試験験管管理理セセンンタターーののササイイトト（（hhttttpp::////wwwwww..ddeellffddaallff..jjpp//））をを参参照照ししててくくだだささいい。。  
  
  

http://www.nhk.or.jp/daily/french/
http://www.radiofrance.fr/
http://jt.france2.fr/
http://www.lemonde.fr/
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TTCCFF  

  TTCCFF（（TTeesstt  ddee  CCoonnnnaaiissssaannccee  dduu  FFrraannççaaiiss  フフラランンスス語語能能力力テテスストト））ははフフラランンスス文文部部省省公公認認

のの世世界界共共通通のの、、フフラランンスス語語圏圏以以外外のの国国のの人人々々をを対対象象ととししたたフフラランンスス語語能能力力診診断断テテスストトでですす。。

試試験験結結果果はは合合否否ででななくく，，得得点点でで示示さされれまますす。。獲獲得得得得点点はは 22 年年間間有有効効でですす。。試試験験はは内内容容別別にに３３

つつ（（読読解解，，文文法法，，聞聞きき取取りり））ににわわかかれれ，，フフラランンスス語語のの総総合合力力をを確確実実かかつつ正正確確にに診診断断すするるととしし

てていいまますす。。  

  SSFFCC はは TTCCFF のの実実施施会会場場のの一一つつでですす。。試試験験はは現現在在ののととこころろ 22001177 年年 77 月月のの土土曜曜日日にに実実施施予予定定でで

すすがが、、詳詳細細ににつついいててははメメーールル等等でで改改めめてて連連絡絡ししまますす。。  

hhttttpp::////wwwwww..iiffjjttookkyyoo..oorr..jjpp//ccoouurrss//eexxaammeennss//ttyyppeess..pphhpp  

  

NNiivveeaauu  dduu  CCoonnsseeiill  ddee  ll''EEuurrooppee  欧欧州州評評議議会会設設定定レレベベルル  TTCCFF  
DDEELLFF//DDAALL

FF  

レレベベルル 66  

非非常常にに優優れれたたフフラランンスス語語のの運運用用能能力力をを持持つつ。。読読むむ

もものの、、聞聞くくもものののの全全ててをを即即座座にに理理解解しし、、かかつつ的的確確

にに要要約約すするるここととががででききるる。。複複雑雑ななテテーーママににつついいてて

もも、、様様々々なな形形でで、、ニニュュアアンンススをを交交ええつつつつ流流暢暢にに意意

見見をを述述べべるるここととががででききるる。。  

660000～～669999

点点  
DDAALLFF  CC22  

レレベベルル 55  

フフラランンスス語語のの優優れれたた運運用用能能力力をを持持つつ。。含含みみののああるる

難難解解なな長長文文テテキキスストトででああっっててもも、、そそののほほととんんどどをを

解解しし、、自自分分のの社社会会的的なな立立場場やや仕仕事事、、学学問問ととのの関関わわ

りり、、ああるるいいはは他他のの複複雑雑ななテテーーママににつついいててもも、、流流暢暢

かかつつ論論理理的的にに述述べべるるここととががででききるる。。  

550000～～559999

点点  
DDAALLFF  CC11    

レレベベルル 44  

aauuttoonnoommee  

フフラランンスス語語をを全全般般ににわわたたっってて自自主主的的にに運運用用でできき

るる。。複複雑雑ななテテキキスストトのの要要点点をを理理解解すするるとと同同時時にに、、

一一般般的的ああるるいいはは専専門門的的なな内内容容のの会会話話にに加加わわりり、、筋筋

のの通通っったた意意見見をを明明確確かかつつ詳詳細細にに述述べべるるここととががでできき

るる。。  

440000～～449999

点点  
DDEELLFF  BB22    

レレベベルル 33  

sseeuuiill  

フフラランンスス語語をを効効果果的的ににママススタターーししてていいるるがが、、限限界界

ががああるる。。身身近近なな分分野野のの明明快快でで標標準準的的なな表表現現なならら理理

解解すするる。。旅旅行行先先でで会会話話ををここななしし、、自自分分にに興興味味ののああ

るるここととをを話話すすここととががででききるる。。計計画画ややアアイイデデアアにに関関

ししてて短短くく説説明明すするるこことともも可可能能。。  

330000～～339999

点点  
DDEELLFF  BB11  

レレベベルル 22  

フフラランンスス語語のの初初歩歩ををママススタターー。。身身近近なな分分野野のの単単文文

をを理理解解。。  

慣慣れれたた状状況況ででななららココミミュュニニケケーーシショョンンがが可可能能。。自自

分分にに関関すするる問問題題をを単単純純なな手手段段でで表表現現ででききるる。。  

220000～～229999

点点  
DDEELLFF  AA22  
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レレベベルル 11  

ssuurrvviiee  

フフラランンスス語語のの基基礎礎レレベベルル。。日日常常生生活活ででのの単単純純且且つつ

具具体体的的なな状状況況をを理理解解すするる。。相相手手ががゆゆっっくくりり話話すすなな

らら、、簡簡単単ななココミミュュニニケケーーシショョンンもも可可能能。。  

110000～～119999

点点  
DDEELLFF  AA11  

  
  

仏仏検検（（実実用用フフラランンスス語語技技能能検検定定試試験験））  

◇◇  春春のの仏仏検検ににはは 11・・22・・準準 22・・33・・44・・55 級級のの各各試試験験ががあありりまますす。。  
実実施施日日程程  

11 次次試試験験（（11・・22・・準準 22・・33・・44・・55 級級））  22001177 年年 66 月月 1188 日日（（日日））  
22 次次試試験験（（11 級級・・22 級級・・準準 22 級級のの 11 時時合合格格者者対対象象））22001177 年年 77 月月 1166 日日（（日日））  

受受付付期期間間  
・・願願書書郵郵送送にによよるる申申しし込込みみ：：22001177 年年 44 月月 11 日日（（土土））－－55 月月 1177 日日（（水水））消消印印有有効効  
・・イインンタターーネネッットトででのの申申しし込込みみ：：22001177 年年 44 月月 11 日日（（土土））－－55 月月 2244 日日（（水水））2233::5599 迄迄  

＊＊SSFFCC フフラランンスス語語研研究究室室でではは団団体体申申込込みみをを行行いいまますす。。受受験験料料がが 55％％安安くくななりりまますす。。SSFFCC

ででのの申申しし込込みみ期期間間はは、、追追っってて HHPP ややメメーールルでで知知ららせせまますす。。  

問問いい合合わわせせ先先（（hhttttpp::////aappeeffddaappff..oorrgg//参参照照））  

財財団団法法人人フフラランンスス語語教教育育振振興興会会  仏仏検検事事務務局局  

tteell::  0033--33223300--11660033  ffaaxx::  0033--33223399--33115577  

    
MMMMLLSS にに、、過過去去のの問問題題集集（（音音源源付付きき））ががあありり、、フフラランンスス語語研研究究室室前前ににははパパンンフフレレッットトななどど

がが置置いいててあありりまますす。。ままたた個個々々のの相相談談ににもも応応じじまますす。。チチャャレレンンジジししよようう！！  

  
  
  
 

http://apefdapf.org/

